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.y--1.43777十6.0803L'"+1･32351ギ･ Themedian
Iknockdowntinie-concentrationline.computedfrom

thisequationisCP･mL-1l･41theparamctcrsbeing

nearlyequaltothoseglVenabove･

(6).Severalsortsof10,oi.DDTpdivdとrwere
evaluated.Fr叩 the車 er王mentaldよta(Table6),
thcequationwascaT.Culatedforeachregression

line(Table.7). Vith theもar'a血etersinvolv占d

intheequation,theabsoluteeffectiveness-was

`computedfollowingthejormulationproposedbỳ

ohsawaandNagasawa(Table8).Then',一thevalues･

ofrelativccffcctivenessoftheseIsarnplestothe

standard10%p,L･'-DDTpowderwereestimated･･

Comparizl'gth;resuttswiththatofthequantitative
analysisonp,L''-DDTbythedehydrochlorination､
niethodelaboratedbyTakanoandHamada(Table

r110),thewriterhasfoundlthatthereisaconsiqerable
discrepancebetweehthetwo･

(7):Basedontheaboveやei,tionedfacts,the

writerhasbeenledtothefollowingconcltisions:

ITheinseCticidalproperties,ofDDTpowderare

∴atributcdnotonlytothenettoxi-cityof♪,?I-DD十,
butal'sdtothejointaction,betweenp,E･'-DDT
andothersubstances.Thcrcfore,theeffectiveness∫

10fDDTpowdercannotbedetermined･onlyby,

～

歩 15 改･
し＼l

theとontentofp,〆iDDT.determinedcheふically･,I
.Thebiologicalassayisfarmoreimportantbeかuse

theDDTpowdershouldbe.appraiLsedbyitspra･ l

cticalとhcacy..

Explanationof丘gures.

toxicityof:Lo.'L･,9'⊥DDTpowder.totheムdultofl

､thecommonhous'cLlyinteやsOfnormalequivalent■

I dcJiatioJ(ph)andlog-time(i)from dat';inl

Table2･

Fig.2.ConcentrationJknockdowncurv占Smea一

suringthe,toxicityof♪d-DDTpowdertothc'･

adultofthecommonhouseayintermsofnormal

e'quivalent'deviation(♪h)and logぺOnCentration･

･(C)forthQgiventimes(T-1'2,8,6and4minutes
respect'ivcly)fromdatainTable4･.

Fi壷.3.Therelationsbetweentimeandcon･

centrationatthe50percentknockdo.YrL;White

circlesandbrokenlineshow-thdre,Suitcomputed

ふomtheregression･line(トL･k)C,andblack,.circles

andsolidlineshow th占resultcomputedfroml･

regrlessionline(cIPk),theequationsofthestraight

linesin0,iginalunitsa,eCPl2091=ll.25aidCO208E-

コ11.llrespectively.
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'on-theinfl血 ceもfhntritionalconditi.iofinsect,upontheresis亘bilitytdJf血 igantsl
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9.'昆虫の焦蒸剤に封㌻る牧抗性に及ぼT桑糞状態の影響に?いて *

L対席哲夫 (京都大学声学部昆虫学研究室)25･2･20受付｡ ･

1.緒 ･首 ､

従私 ,.実験宝に於ける燥誘剤の研究は兆の矧こ於で

三三三::.芸芸tn=芸設 還 霊芸.O,i-,L,誌 讐 冨富まrt

みで基礎竹折ねこ於てほ甚だ少いのである｡研Lt憾 二
誘剤を創対しようとして研究するのほとりもなおさず

胡竹の柁曙を出牢得る限り低下させる一万･文枝虫臥
･mをも充分に向上せしめ串いからである｡斯る陳件を

尚早せしめる釈剤を垂明し創案するには韻卿 勺知識を

JR嬰とするものであって,決して偶然性を期待しては り

ならないO ,

狂風加ヒの見地より-股に使用されて来た燥蒸剤の

杓二相 ヒ淡窮 (Car'bondisJIRde,CS2)及び オ,Yソ

ジ- ｢ルヤ ゼ)(Ortho-dichlorbenzene･C6H4ClZ)
｡酬い , コ.ク･/ウ Cdla"drao,y～～aeL･'及加古の近株

軽のココークヅ ウ Cal占''drasasah･'irl'8kahashiの食餌

を変る許によt)共の栄養状協を変化せしめて比等の内
燃誘剤に対する抵抗性をしらべた｡･同一柾効の昆虫の

抵抗比のお尻を吐ずる打田を約ずるのは;荊る和頓の

比山の拭杭牡の凸タi･を弊fる用例を言論ずるよl)'も容易

でありその解析が容易であると考えたからである｡

従凪 比虫の架丑と照茶利に対する抵抗性とを論じ

たものL土Quayle(1920),Richardson,andCasahgleS

(I(甲等)等の研究がある｡Quayle(1920)は柑橘の果
実に附いている或る種のカイガヲムツは英や枝に附い
ているものよ-I)殺す事が困難であると述べている｡

Ric'halrdso?andCAsanges(1b42')は3つの異?た寄主
植物で飼育した誓 アカ77'ラ.Lシ MyE･LS3'gsZ'cae
sulzerはニコチソの怯議に対して抵抗性が著し'(央

* 京都大学農学部昆虫学研究茎葉既第188号
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yD<いなと延べでいる｡鳩 iFSun(1947)か アヌス

トーモ･ドもの丁種Tzibo,Sumco"fusumDuv･及びグラナ
I).Y.コクナウ.Calandragr占nah'aL.を放校の食餌で飼

育し比等q)成虫の二流昆茨素に対する感受性をしらべ

た-持 して感朝 三は食餌の相違によって体霞の重いも
の程大であるが鬼の差は著しくなくコ､クヌストモドキ

の｢種.r･!onfus?mの幼虫では体重及び感受性に大な

る差異が見られ体重の酪いもの程感受性が小さく感受

性と体重とは圃係があも掛こ思われる･と述べている｡､

茨で拝前に述べた目的を以て塊既と死亡率と中国係

並に燥表縁の柁亡率の二変化に'rDt､て′1948年6月以来

1949年1月迄実故を行うた結果を述べる..
本実蛤を行うに当り其申端緒を輿えられ常に御指導

を脳わった内田段廊教授に探甚なる謝意を衣すると共

に柾やなる挺宜を脇わった東都大学化学研究所武居折

紀宝並に当研究室員に対tlても惇く

感謝の忠を衣する次節である｡

2..実 損 材･斜

:突放材料≒して用いた昆虫は当研

究塾に於で永年飼育を柑流したコク

9:ウCムzandT,aoryzaeLLinnaeus孝
一ぴ･コ,コクゾサICalandrasasahli

Ta左ahaPhiを埼放したもの.である｡/
飼育容誰は内在_12cm況さ4cmの

咽 ン叩 ｣と坤 の盗よして露 ･
の直径3,cm_の穴lS紙を粘ったガラ'1
ス製円板を用いた｡ 食餌として約l .- ､ ■ヽ
150色め虫米 (昭和22年度京都大学
梅津良場雷｢旭｣種)叉は約150gあ､

､玉萄安く長野僻塩尻村珪)を入れた｡I
そして200項の羽化初期成虫を稚唯

の別なく入れ.20日間産卵せしめら
れよL)柑られる羽化脱出当日の成虫

を供T拭庄山と-して用いた｡飼育温度

は300Cの恒温であった｡:.
1食餌は合有水分率14･85%や準琴

l＼

-?3T 慧Twkm慧 ‡豊 読 壷 の鍋 を煉蒸､ ､

室に流通せしめる方法｡
＼
4. 一定量の塊剤をアンプルにとり一定群杭の蛇謁 ､

畠に七揮発せしめる方法｡

上の第4のアyブルを用いる方法は馳こ畠上(1936)

等に声り使用されているが,輪皮の高い天秤を用い乱

が正確であると考え此甲方法を用いた｡:更に止ULに把

持装蟹を加えて巣別の揮発を促すと共に内部のガス班

度を均一になる掛こしたdI

装冠は妨1Egの如く燥蒸室(1)は内容拭約6･151及′

ぴ6･23,I/の細ロガラス瓶を用い,I'此れiこ水銀 (9)に
て外気と遮断した気密装怒(8)及び比の中央を迫り

先鹿より約 5cm の所定4枚のプロペラ(5)を才汁 .

(15如 ミ演区)I,含有水分率16.94%の米演(-17%米
-:/奴区)I _ .朗 i永分率19･44%の米恐 くlrJ%芥-E区),I
' 及び台石泳分率15.03%の玉兇器 (1･5一%式濁黍区)を

用いた｡ ､

燥署に使用した二硫化次第及びオ"_ソジクp二ルベ

･/ゼソt坤 坂のイ化学川｣のものゼぁ?た｡ I

, 3.-実額装置及び方法
/煩議剤の実験装置には多柾多様のものが見られるがノノ
!大別すると次の如くなる'.

tl･,-定立の煩茶室に所定宜の弊剤を入れ揮発せじ
める方法｡

2. 焼還室に薬効を入れガス張力又はガス分析た'L

54

tる ガラス剖把搾路(6)を附けた. 此の路の先端に細 ･

､いゴム輪 (3)にてアンプル (2)を附け.他端は駆動

二一,扱 く14)に通ずる醜 く:2)どゴム管P.I)にて迩結 ､･､
･せしめた.熟こ気概装置 (8)の先端た亘 墜封l畑粒 .
(7)卑附け此の光た瓶の底より-約5cm上界の励 こ位

r控する接に瓦経1cm,長ざ2cm.の.601メアシJlの金

網で作つ串円筒状虫砲(1)を懸垂した｡アンプルはf11
鑑0･5cmの湖手ガラス管をL字型に山はそのTLT･)相識を･
'引き伸し毛細管としたものを用いたi

､'t光づ感皮の掛 ,天秤にて秤足し?わアyブル内に酸l

.射矧こて｢定見の染剤を入れそ?HJをガスの焔にて封

じ次で感度の高い天秤にて正碇に坪良しアyブルのm

†
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皿を出引き粥の丑を知る｡止uLを把坪描く6)の兜にコ'
/ ム怜(3)にて附け,-1)-4田の山硯に件突放区よりの

大々(.0印句の脈'rH昆虫を入れその.tlを又状の針金に

てmじ懸垂朋 除 く7)･占光跡三先右各々2田ずつTIl'
る｡此等を揺茶丑の日より押入し,バクラインにてそ

の栓を史に幣1･･･LL七30｡Cの粒温雅内た入れ,煉讃宝J
の温哩が外るのを持って把拝坪を下げアytブルを'mり,

コ'ム甘 く11)にて調弔 (12)と述結して軍動機 (14)
を祖し把押せしめる｡4時間後,虫龍を煙蒸宝より坂

1)山し直ちにその状態を各実醜区毎に調<,.これを中 .:

炎の穴を金網にて閉じ通気をよくしたゴム栓にて語を..

した内筒29m詑さ10cAnのガラス朝野瓶に少丑の療 :

･蒸約と同技の食餌と非に入れ30つCの何混誰内に作っ て

ておき.5E]後進毎日共の状頂をしらべた｡そして二流 .
化米案では種々なる恐箆で40回 オルソジク｡-ルベ

y'ゼソでは30回煩茄を行った｡

昆虫の生死の判別は非肝に田雅を感じた問題である,

特に燥蒸直後の昆虫は時FLIFJの超過と共に背しく状態が

変化するため特に迅速に行った｡そして何を以て生死
の娼準とするかは一献には冒えない｡そこで仮にこれ

を次の4階級にわけ･C記環した｡

㌔ (a)‥全く触全な個体と変らず渉行するもの及び脚

の何れかに支陥あるも殆ど虻全な個体と変らぬもの｡

(b) かろうじて-少-少と妙いたりひっくり返っ

て脚をふり動かしたりするもの｡

(C) 殉ど動かず死んだように見えるも,一寸刺戟す

ると脚や触角等を担嘩的に又は綬やかに動かすもの｡

I(d) 如何に刺戟するも全 く動かぬもの｡

倍,比の生死の判別は時間の超過と共に明瞭となり4

-5日後では明帆こ(d)及び.(a).のみに分れ るため

茨では死亡呼の決凪 ま燃誘往5日FJのものによったJ
＼

･3位甥の台村水分-坤の測凪t15,0.'米忍区では食塩退

化和桁液によ()2週rL盲】以上調淵したものを粒の亨 用ゝ

いた｡･17,03区及び19%区では15,..'区のものにその

不足せZJ水分故を加え珊1'.･1してよく郎出し水分を吸収
せしめた,その後此 れの合1J-水分坤の湖心を行った0

15%玉判諾き広は手廻し粉押紀にて約'ド分に刺L),15%

衷栽区と同様に調榊及び合射水が Pの測rhJJiを行った｡

昆虫の体水分測定の乾妹氾蛇は 80主.'JOC とした｡

体粗脂肪含有率測'Bは予め相性状態にした昆山をその

まゝソックスレー脂肪抽出誰を用いて約3E]問抽出し

よこテP.内に溶解せる粗脂肪の丑を拝見した｡以上用

いた昆虫は何れも殺虫拭掛こ用い左と同昼の郷 ヒ脱出

当日のも甲であった｡何体水分含有率測定は夫々宍漁
区矧 こ3回行い,体粗航肪含有率測定はllgl行った｡
: 4..食餌の相卦 こよる生理弧 形態的

性質の変イビ
昆虫の生理的,形態的性甥が現妃陀仰 こよって成る

程箆影甥をうける7抑よ部くlJJlらjLた所である｡コク･}'
り及びココクゾウに於ても糊る現敬の起る7fFは想瓶に

孤くない｡重宝では穴LTtFの含封水がPJkに允桝の粗放の

.柑遂によや共の生理弧 形態的性7'1ゐ劉 ヒについでし

らべた結果を述べる｡

木下..石介 (1940)によれは,コクゾhの物見'助

長,親和の長さ,研和及び技脚の比価の長さは抑圧の

低下に件うて短､くなる抑'IJがあると跳べている｡本焚.

1蛤に於ても節1-炎に見られる如く明にlCの柳向が見ら

れるわである,路 こ吻長 く側田よt)見た触角の附帯点

第 1鼓 ＼食餌の柑笹による生理的 .形態的性質の劉 ヒ

盆 規 的 性 質 l 形 澱
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鼓2表一一一発雷と王国黍の粗脂肪及び粗蛋白笹含有率*

粗相肪含有率 1′ 粗蛋 白含有率
1.29形
5.09罪

*中村辞･中島文相(1943):r農産工業 安蘇｣よy
より前方の長さ)で性ユ5%米穀区 ,P

に蚊べ】9%区はヲLjg.ゾウは】･11
倍,一コクゾウは1･09倍の増加 ;見 ~?.
られる｡､賓に′15%王萄委区は夫
々,Ll･24倍及び1･]3倍となつち｡
他の胸長く背面より見た胸部の長さ).tI

ここ■勉鞘の長さ(会細 部の長さ)渦 輪.
の帽 (背両より見た遡鞘の帽の最長 中一
部の長さ)i.及び胸幅(背面よt)見た
胸幅の放長部の長さ)も同様に 1･2
-1･lllHtの将加が昇られた｡､そして
日々･)'ウの153i王濁黍区は他のも
のに校べ著しく大型のものと_な?
た｡此れを体質から見るも同様な偵
舶 ;見由'Lた｡次に体水分含有率を

見ろ卑近木(1917)の言う如く体水
分合和琴は米窓の水分含有率の増加
に掛l増加して1､る傾向か見られ
る｡･そして15,cc'ま萄委区は同一水
'分含有率の15%米穀区に較べそれ
Lが減少してい声｡此れは粗脂肪含有 - ァ･
･率と比較して見ると,体水分含有率
が研加すると粗脂肪含有率減 少し Lt_･
ている所から,水分合有の割合は成
る程皮まで存在する脂肪の丑に影響､
を受けZ/(Wiigleswo;th,1939)と
いう.⊥例であると思う｡比の関係を
叫に恥言するために呼水分含有率及
び生体詔に娩許した体粗脂肪合す搾

-の淡少又は将加の割合を見ると体水
分含有率の輸血しているものは体粗
脂肪合有撃が減少し,比の両者の合 l

有零を加箕し声ものが大体等しくな

中一

が不明由 こして缶も時間の超過による変化が放しt､た

め,'･比較的糊 1.の安定した煩議後5日目の死亡率を以

ってした串は前章に速づた如く･である｡

'梅見 ま第2回及び第3図に十例が見られる如く.何

れの場合も大体S字型曲弧をなしそいる｡然しオルソ

jjク｡-ルベン :k-ソは二硫化米案燥議に較べ急嘩な上

昇を見せ,叉コlコクゾウはコクゾウに較ベS字型曲娘
･ /I

･諌 ト JL ~梗 -

許咽 ココ3示･ウの羊硫化炭素及びかレTJジクロール
ベγゼyに対する浸炭死亡率曲線

A･16%米穀にて飼育したもの ●オルソジク_t7.-ルベyゼy
B:15%玉田黍にて飼育したも.の ○二硫化炭末

lI JL ●l l■.'i JL '顎

第3図 コ･クゾ与の二硫化炭素及びオルソジ身 .,- ル べ L-

yゼ./yL対する軽度死亡率曲線

AJ15%米穀にて飼育したもP 二 ●オルソジ′クロールペソ ゼソ
B･15%玉田黍にて飼育したも? 0二硫化炭素

つ_た｡此れを第2表の米賀及び三笥零の粗脂肪及び粗
蛋白の含有率よL)見れば粗盛白で亡羊大なる相違は認め
ら才油 も粗脂肪に於て(主立萄黍は米穀の約4倍である｡

此の事実よ一L)食帥こよE)-よL)多く9粗的肪が線内に存
在する矧三なった串は明である｡.･S/,ガス浪度と死亡率,
J!.gEt･.押捺緬6- こわた鳩 癖 した｡叫 吻
合里～4日間は肺痔状態隼 のが多くその生死判別
_56_-

_A;止ってll'る｡由 Lで明かな静こ由 及び勅 打の獅

により曲税の状態が変る革がわかる｡比の技に昆虫及

び藁劫の種類に依り曲嘘や状態が劉 け る恥 土,非の

昆虫群の成季敬剤に対する抵抗性の相選による畢ま想
像事与難くない｡

Bliss(1935)~は墳剤に対する昆虫の抵抗性が形怨的
諸性質の個体変異に見られると同じ正常分布'9変成を

一読すと仮定し･強度死亡琴曲楓ま正常分布曲税の親的
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曲税によってlaZし,恥 こ比の死亡率をブt7ビットに扱
･∴ 井して桝 死亡率曲税純株に変換して18の適合をful
/I '脚 こ示さんとした｡いまIT例として妨3回Aの15,..I

紫惣由のコク･}'ウに対する己的 ヒrgtL-A;･及び妄ル･)ジタ

I ｡.-ルべyゼン燃茄の氾旺死亡科u収の宍扱紙射こつ

いて7't7ビット二を計許してそ鞍と硯皮との尉榛を見る
とnJJかに池畔の対数依をともよt)も洗度そのものをと

･る方が何れの東剤に対しても直軌'=よ<一致トている｡

(∴,矧 こIl欄 除を行った結果 P細 は治定の対数値を

.､恥､る場合は二流イ朕 薫煙叢でCio･0-,-0･olであり*-
･･p,ソジクロー-!'bベンゼyでは･･P<0･001であり社歴
そのものを用いた場合は夫々 0.50-0.30及び 0.50こ

-0.30であらた｡然も他の場合も殆ど同級な結果であっ

lf)17), コク･J'ウとココク･)'クの耐熱性が氾兜の対取
舵よt)も池野そのものに対する方がよl)TE珊分科 こ近

七､と冒ふこと'(河野:1仙3)と間伐な杭nである｡故

一に次に迎べる和々なる計井に当ってもirTit耽そのものを
川いた｡･

机3宗及び郡4表は各宍陸地よ()Bliss(103t'))の

一一う己の方式によ･J)求めた計算.値である｡.

6.中央致死溝度と-95%致死溝度 _

･前述の如くして求めた中央致死埠度(M･LP･)阜93
%致死竣皮 (LD.9.-))について第3葬及び第4表を

見れば叩･L･D.は=脚 ヒ規素ではココクゾウとコクゾ
ウは共に†権 ゐ析加するにつれ少しずつ位が大きくな

-り抵抗性が強くなら{'いる布がわかる;オJt･ソジクp

第3表=硫化茨素.とオルソジクp -ルべ./ギyのココクゾウに対する汲皮と死亡坤との田係に砥用
したBlissのプロビット法に依る計罪依

I/

第4鼓 二硫化択素とオルソジクT,-ルベンゼンのコクゾウに対する竣皮と死亡率との関係に適mし
た Bhrssのブァtlツト法に依る計井依 ･

た｡故に式では Bliss(1035)の俄べた如く刺戟丑の

由掛与対して正常分布をするよりも刺助丘即ち輿剤の

艶托そのものに対して正常分布をすると考えたカがよ

い-一致を京した｡ 此の抑まアズヰ ゾウムシ CL77loso･

br〝Ef山sEhf'nensl's-L.のバラジクp-ルべ yゼソとナ

7,gL'γ に対すろ紙旺死亡率曲紺 こ放て(円RI･･VJll,

Y

/

-ルベ･/せ y では全く此あ逆d傾向が見られ何れも
作mの村加するにつれ届 くなってい右｡ 同様な串が

I.･D･f)3の場合も見られる'O_/

又コク･,'.?Lt_'コ-,-クブナとでは剛 Lの煩累の吻合も

.3クL}'ウの方が温く特にオルJtJジクロールベンゼyわ

場合はそゐ却 :=卿域熱 こ較べて大きL.･｡

. ･ 57.＼＼



防 虫 科
●ヽ

･7,･,濃度死亡率曲線の傾き

M･Ⅰ･･lj･と1..D･9-7の佑とが簸て平行的な関喝こな

らないのは多.く_の宍取結加 ;示す如くである｡ 故た

M･I.･D･.のみを以て此轡した時の薬剤の寿力叉は昆虫

の抵抗性と,L･D･野 のみを以て比較した場合のそれ

由 ;刈るのは当然であや｡ぬ Lは後産死亡率曲線の傾

きが洩 るために外 ならない? 従って M･T･･D､又は

I.･D193のみに依って詩カを比較する串は不充分であ

()氾姥死亡琴曲税の傾きを考鼠に入れねばならなt.､｡

この考えは春川,徳永 (1948)一にようて強繭されたの
ヽ

であるが大浮,Lr長浮 く1947)も此の必要性を'述べ,

M.I.･D.は息氏を,法度死亡琴曲蛇の焼きは定方向を

輿え,それぞれllつの晩束と平碍 紘群とを合むから
ML･D.･とその傾きはいずれも単独では薬剤の特性を

表し得ないと言っている｡ ･

此の如きを表すには淡箆死亡琴曲投を昆虫の英剤にl

対する感受性の変異の累軌的税である､とすれば,.その

変災を衣･坤 常曲税の槙準偏葦によって濃度死亡琴曲

税の税きの綬急が表わされる (内田,*JIJ,194】)と

甘J祁 よt)節3袈及び節;4表の捺準偏差を見るt.,コ

コグ･/クの15%米岩区と15年東園委国とを駿べる.tL

=仇化災宗では15%.王菊芋区の考がi与の虻が大きく~.
オルゾジークp-ルベyゼVは此の逆になっている｡文

飾米滋区のみに就て見ると=硫化次表では釆賓の合着

水分呼の桁加につれその位が大きくな.),オZZ･ソジク

t7-ルベyゼVではその道に成っている｡コクゾウで

は)糊 な明かなIT定の蜘 句が見られないが両煩宗剤に

上l)その他ら;逆に成?ている執糊 かであると比の事

(叩lにまかこ衣われた伯や相違より､も岡焼蒸剤によE)そ

の牧山艇抑 ;異るために起ったのではな.いかと尽うo

/ 8.両煙幕剤の毒性の比較

=仇L地潔 とオルソジク., -ノ.Lベンゼ.)の詩性の比

帆 ま料 II,痕永 く1948)カミァズキゾウムシを用い_7:行

っていろ｡共の結果はMIL･D･､で比較するとオルソ

･>･.クt7-ルべt)'ゼyは=肘 と凝素の約1･5倍軌 ､｡玄

でも二相ヒ米菓の場合のM･L･D･をオルソジクp-ル
ベ●yゼyの時のそれで除して,その流によってオノしゾ

ジクt,ニケべyゼyが=脚 ヒ出講の何位の苛力を持つ

かをlRナこととした｡

節3誠及び約4表から計算すると第5､表の如くなりノ

総べての場合,一dル./1ジク｡-ルベ.)･ゼソは二硫化決
議よC)石カが掛 丁が,一食餌の種痘に'よF)その程度が異

っているoそして15%米栽区･17%米菓区,19%米●

環区次で15%三馬委区の咽た大きくなり体重の増加
と同様な臨向を戻す｡又両種昆虫Ict･比較をするとココ

クゾT>'は2.I,～4･0倍なるに友 しコクノウは1･2Tl･5倍
という小さい値を京しているD畔¢執ま昆虫の置現の

みならず葺餌の変化によちでも琴カの相互の埠率が界●

/t的 . I

＼
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る串を読している｡

､第5衷 /=硫化淡素とオルソジクpLルベンゼン
との苗性の比較

針 I _ 碧 島.至急,

ージクロール

I:･-ヽ 9･煩蒸嶺の死亡率の変化 ;
今迄論じた死亡率に関i:る値 羊̀嘩蒸後5日Elの状態 ･､
のものであって6Jj後の状態が何うであったかと冨うー.
ことであるO或る現象ゐ結果を対象として結果論的に

推論するにすぎない事である｡我亘が知らんとするの

は何が鹿に戒やものは多く死亡し,又或るもあは少く

死亡するかと言う串である.'故に其の6E]後の結勅 ;

如何なる超過をたどったかと冒う事を考えるのは非の

死亡率の相違を起さしむも原因を探知する誼婆な一つ ･

の事柄では.なかろうか｡

由速の如く燥宗徒間もないものは榔 状態の'ものが

多く.生死何れとも判別し難いが,今佼久に前述のa･b･

C.d.･の 4階級のdの数の宵分率を似て在退日数に伴

う変化の一例を示すと約4図及び第5回の如くであ
る｡

光づ=硫化災素焼蒜の場合は5日Elに約5%の死亡
率を戻す培皮では各突放区は燥蒸直後は死亡率が殆ど
0%で琵異がなくコクー!'ウ..の場合に】5%米賓区のみ
が1%を元しているにすぎない｡2日目にはコiゾウ

では15%米栽区が3%,′17%凍栽区が,'1%,ココク

ゾウでは15%米宕区が1%を示す｡吏に3日日4日

目となると各実験区ゐ差異が大きくなり･15%玉祝事 '

区が終始0%を示すに対し米穀区はE]数の超過に伴い

慧ミ慧 荒 賢 空,L三三､三豊 莞 霊 芝

90%,17%米穀区が92%,19%米栽区が100%,_

15%玉濁賓区が100%であり由孝米穀区はb.C･に
尻するもの坑相当数含まれており此れが後の dの百

分率を上昇せしむる原因となった様に思われろ｡次に

6月馴こ約50%の死亡率を'7両す紐皮では節4図tJ示

す机く,夫々の dの田分率は煙幕直後は15,%豆萄黍 ●

tg.は各米穀区一三比しかなり低く111日には各区ともか

Li.りdQ2位が韓'i;㌧嘩嘩ちL)国軍した軍がわかる9

･＼ 】
1
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冠位のnl･Eを武し以御 iび低が榊加し

て行くも此れをコク･)'り及びirコク

･'.･クの15,00,王国委区と】51ガ米賀

区とを上臓 Lと■早ると5日昨 約5
%の死亡率を示す場合は濃助 ;掛 1

ため何れの区に於ても慣蒸により致

死的に大なる影響をうけなからたか

何等かの影響によt),小数ゐものが

時日の怒過't共に死亡したと考えら

れる｡Jinnに約50%の死亡率を
茄す域介は,弼区に於て照茶l羊より

影やされる柁皮が)"･11･(I..15,cc,a:筑罪

区は'15,00̂米満広よt)もプ蔓の好評か

小さいがlt･の同役-JJを見ると燥蒸前

7t

ノ

t

Jl

:

24JlnX 筏は和布の凸が コク{)'やでは26,Oof

チ ( 孟言岩言t':這LZir'1,067',完 :･16:,05と

8
･tf 過 q lL .

第4団 =硫化炭素培累後の死亡率の変化

○ ~15%紫 斑 区
● 19%釆 穀 区

-㊥･17%米 線 虫
△-15%玉名3零は

e なt)矧こrJr7Hには夫々8%及び10

%に番長少している｡此の部はIT)日日
に約90%の死亡率を読ナ場合に於

ても剛濃であり,空に又2日以後に

は米惣区は1･5%主園芸区に比Ld --

の析加の割合が,Jl.さい｡

以上の部宍よらチタy:!?及びココ

クゾウの二硫化米案の煩議に於ける

紬 口の死亡率轟 日蓮は燥蒸忙後よ

E)大なる差を有し時日の経過と共に

その丑は小さくなるが践然として此

の国体を持ち続けていたために_iる

のである｡

次にオルソジP-PJル</ i-ンで

は5日日に死亡率が町5%を元す甥

民では煤蒸由後にも相当数にdの状

態のものが見られlL･H日は新しく非
の数が拭少し,.丈に2m口には各区J
とも杓ど0に妃やなE)3日口より叫

び刑加する｡そじ七此の附加の'!.q分

1つ.3m,Y ･は=附 幽 ;の和合と悶t;Xに.],5'Oo'
3:現･d:;区は希米惣区に校べて大きく

柁 ●･f4'.口一 昔; 'B O ■ Z ,さ~ 4 5B-

第5_払 オ̀,'Lソt坑,9占-ルべ･/ゼy畑茶筏の死亡率の変化

0 lip),OC'米 奴 に ,.㊨ 17%米 穀 区
b lD,oi米 粒 民 △ 15,0.'三%.J窮民

なっている｡文節5図A･B･に昇る

如く5日削こ死亡率が約50%を示

す濃度では,燥蒸直後は各区とも殆

どdに蕗し英の相違は見られない-.
1日flでは各区とも著しく回復し2

日日に dの位b,:最低となる｡､そし

次で28口よりdの肌は冊加の一途をたどる｡-kfに'5 て3日口,4′日臥 5日Hと握るに従い再び急瓢ミ埼~

日FIに死亡率が約90,cc,乞な.るi措畔に於ても同様に灼 かする･.此の糊 口の割合は低い洩産め場合と同様に15

鞘 後は布喝によLL)和々なる1佃 甲を科 て2日Rに ,oo'串田奈区がET{'も大である｡玄‡に5日日に死亡率がfx)
t58,
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･QQ'を表す埠齢こ於ても同様であるが濃度が非常に苗い

ため熟効が殆ど致死的に跡 ･たたあその回復の割合が

潤 二者に校べて小さいのであると.P.う｡オルゾジク占

-I,レん ゼソの嘘合は±硫化架素に較べf回役の差が

･大きく'･吐?2軸 にd?個が最小となる耳より腕樺力､

二が強(-燥蒸直後のd.の数に相違がなく阿役の相違に

:̀よ二95月目の死亡率の相違が鹿きたと考えられる｡

･ 内田,寺川'(1947)によれば,脂抽煩わ多tlと言は

れるアズキゾウムシの雌 ま雄に校べて嶺生する割合が

の大きい正式黍で飼育したものは他のも.bl三校べて死

亡する割合力亨大きく,手放化米菓の時は煙幕直後の死

亡率が玉濁黍七飼育した卦 ､ものは準 で飼育したも
のに校べ著しく低く比のために6日後の死亡率に整鵜

を来したrと考えられる9a)レソジクp予レベyゼクで .

は燥蒸直後の死亡率は殆ど等しく6日間の死亡する刺′ ~
合により差異を生じ七と考えられる｡

(5)･熔蒸後の死亡する割合が体粗脂肪の多し..ものは

共の位が大きいb)は弼燥蒸如 ;多量に存在する休松脂

第6義 三硫化米菓とか レソジク占-ルベンゼンの物理化学的性質 *

*H6dgmarC･D･(19355:Hapdbook

料 .のはバラジクp-ふべyゼソが脂弛即 よく吸収 -

されろため雌では椎に較べて多塩のパラジクロールベ

ンゼンが休の脂油丑に比例して吸収さ1.L,またガス灯 ′一

即 ､ら取山した後に蝶ではバラジク｡丁ル･'.yゼンが

多nに的池に'現前さオ墳 まま長く体内にとどまるに反

i,'蛾では早く体より発散すると想像すると述べてい

ろ｡土の都と今述べた串とは茄6衣よt)わかる如く岡
a

焼詔剤がjt:に脂独矧こよく溶ける執 特にオルソジク

p-ルペ ソゼVは肺枠中のものは体色が摘透明紅褐色 ノ

になL)椀種より回鎚すると再びもとの如く･なる寄よL)I

同根な叫が此等のE虫についても言えると思う｡

10∴摘 要 _

(])=硫化米菓とオルソiデク_p-/rルペン字yに対す
る抵抗性に及ぼす昆虫の栄養状態の彪饗について実随 一

を行った｡突放材料としては含有水分率15%,17%,

.･&ぴ19%の穏 t-含有水分率15女の玉笥黍にて飼

.宵したココクt}'ウ及びコクゾウを用いた｡燥蒸試軌ま .

･新しく考案した裟故で30oC･で4時間行った｡

.(写i何れも食餌の水分含有率の樹加にともない体水
分含有率力軸 加し,粗脂肪含有痢ま減少し,体電及び

体型は共に大きくなった｡粗脂肪含有率の多い王萄黍 二

で飼育t<たものは体粗脂肪含有率声;埼加LRつ著しく .I

大塾のもの-となり体重も電くなった.そして比の体水 p:

分含有率と体醐 旨肪含有率とはその埼鞄 ;互に園係し
ていると思ほれたcLI

'̀(3)抵抗性を中央致死洩皮及び..95%致死埼皮で見
5.と,1可れも二硫化茨素の場合は体畳の増加と共に強

くなり,オルソ･JPク_T7-'LペソゼVでは反対であった｡

I(4)怯蒸後6日間(野E亡率の変化は体粗脂肪含有率 ､

60 ＼

bfchemistryELndphysicsによるふr′･

肪に吸収され容易に体外に放放されないためではない

かと思う1. 勤 ,
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Resumd..

′I(1)In'thepr占sentpaper,8nAttempthas.been

madeto丘ndthein飢lenCeOfnutritionalcondition

ofinsectuponther_esi;tabilitytocarbondisulfide

(cs,),ando,thodichlorb'ehzen,(C6H.CJ2)･･Asthe
experimentalmaterialsJthericeweevilICala17dra

oryg_aeL･･andthesmallriceweevil,CTatand,a
sasahliTakahaShi,wereused･Thesewerereared

onvat.iou岳foods;i,e;therice.Cdntaining~】5%of
water17%and19%a'n-athecorLMontaining15%

ofwatcr･ .UsinganetvlyldesignedfumigatioJT

でqulPm叫 fumigationtesthasbeencarriedout
at30Coexposing4-hourstothegases･

ー (2)Onthe.bothweevils,もhenthewat占rcon-

tentofthegivenfoodincreas.es'thewaterCOntentl
ofinsectbodyincr占ascSandthebodyweightand

thf.body,izebecomelarge･whilethecrudefat

conte.ntof-ins_cotbodydecreases･Whentheweevil

riaredoncorn,whichcontainsmorefatthan･rice,｡-

妨 ■1･号
筋 ●2 号

約 3.早
第 4 号
第 5'■号
節 6 号

thccrudefatcontentofinsectbodyincieaseg

Iandthebodyweightandthebody.sizebecome

lnrgeconsiderably,whileーthewatercontellt′ot

insectbodydecreases. i

(3)TheresistabilityofLthew車 ilis亘mpared
statisticallybythevaluesofmedianlethaldose

andtheseofD3,0.'lethaldose.Onthefumigation

withparbondisulLide,･theresistabilityi号Jargerin

heavierindividualsthanin'lighteroneS.'withor･

thodichlorbenzenJhowever,theresultiSViceversa.

ノ(4) 血 ezithechangeofmortalitywas0bse,..

･･vedduring6●da'ysafterfumigation,theweevils

rearedoncom r?C?vcrill1叩 iate.butthose

(●reareaonrice,ecove,inh'igh,ate.Fun.･gat軸
withcarbondisulGde,themortalitythatobserved4

hoursafterfumigationislowerinheavierindividua一

ls'thaninlighteronci.With-orthodichlorbenZeF',

nodifferenceof血ortalityistseenbetweenheavier

individualsand.lighteroncS.Itissupposedfrom

theresultsmentionedabovethatthefumigants

such astOrthodichlorbenzen andcarbondisutGdd

areabsorbed-intothefatofinsectbodyand8r9
-notdischargedsoeasilyfrominsectbody.

防 一由 一 秒

品切れ

25円
25円 /
品切れ

/25円 -
25円′

単 : 臨 ＼ 刊 号

妨7∫8.9号
第}10号
r'妨 11号 ●
_餌12号
約 13号
妨14号

100円
looロ
60円
60円
_80円
80円

財園法人防虫科畢研究所総則及役員

飽 _則

筋1鱗 木法人･:､財国法人防虫科畢研究所 卜耶ス
第2旗 本法人ハ防虫科畢三関スル研究7奨励S,非哉連
∴ ヲ糊ルヲ以テEl的 トス

那 隙1森鉛 毒雪路三糟 晶覧 /,L篭 晶瑠 三品

壬 ‡室 三 三三_I_-H l_-:--:

r-
2
3

4
節4怖 表法大人布教所ヲ京都市左永防 ぎ凹町承知大野
.杓三田ク 慧瑠和郎却霊要理理理理Ea理理監監監主

役員

京都大挙総長
､京都大挙化撃研究所長

方稽野犬準教授
試都大堺教授

如治冒郎治伐一平夫郎郎:i.;,; ';I..･fft･.? I.: .I I.ll7.::jM ･?: i.I:.M :,: '; :.. ･i ': .: .1 5;

刺

.鳥的武内小中山梢内木木

l

昭和2.
-)年3月29口印刷
町和2･-)年3月
30n現行

防 蕗 料 率 節ー15儲 定 将 軍 90･00

立 坪 穴 居 三 台 .
広撚ifJ-#h:耶E:fjlり 茨n:大串Et串雅

男害悪 内 ･ m ′･俊 ･ 郎
･E(瓜dJ･衰6(即 的 JH .献花大串長串印

LiZ!∴
訂'rT併 ｢ 1. 財園法人 防晶 料 率 研 究 所

京古市左京直吉田町 京都大草内

･(振替E)卑二卑称 58･99)

印刷rr 大 安 ｢印･刷一株 式一骨 紅
涙D形東九俵山王町三八

61 一


